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総
務

委
員
会

る
規
定
を
町
の
条
例
で
定
め

る
必
要
が
な
く
な
る
た
め
。

　
条
例
の
位
置
づ
け
や
概
念

が
変
わ
る
こ
と
か
ら
、
改
正

で
な
く
廃
止
し
、
新
た
に
制

定
す
る
こ
と
と
し
た
。

東
浦
町
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
施
行
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

　
国
の
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
の
改
正
に
伴
い
、

民
間
事
業
者
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
等
が
同一
の
法
の
規

律
で
個
人
情
報
を
取
り
扱
う

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、現
行
の

指
定
管
理
者
①
の
管
理
業

務
に
お
け
る
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
は
。

行
政
機
関
等
の
安
全
管

理
措
置
が
準
用
さ
れ
る
。

東
浦
町
職
員
定
数
条
例
の 

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
町
の
職
員
定
数
を
４
２
９

人
か
ら
４
４
３
人
と
す
る
も

の
。自

主
退
職
者
を
考
慮
し

な
い
14
人
定
員
増
の
理
由

は
。定

年
退
職
で
確
実
に
減

る
数
を
基
準
に
積
算
し
た
。

業
務
負
担
減
の
た
め
の

定
数
増
員
の
考
え
お
よ
び

定
数
に
対
す
る
実
人
数
は
。

常
に
定
数
上
限
数
い
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
現
在

い
る
職
員
で
業
務
を
配
分
し

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
も

ら
う
。

　
令
和
４
年
４
月
１
日
現
在
、

定
数
４
２
９
人
に
対
し
、
実

人
数
は
４
２
２
人
で
あ
る
。

保
育
士
の
定
数
増
員
は
。

計
画
数
に
達
す
る
ま
で

QAQAQAQA

条
例
を
廃
止
し
、新
た
に
必

要
な
事
項
を
定
め
る
た
め
制

定
す
る
。

　

大
き
な
変
更
点
は
、開
示

決
定
等
期
限
と
そ
の
手
数
料
、

東
浦
町
個
人
情
報
保
護
審
議

会
の
定
め
と
な
っ
て
い
る
。

条
例
改
正
で
な
く
廃
止

し
、
新
た
に
条
例
を
制
定

す
る
理
由
は
。

令
和
５
年
４
月
１
日
以

降
、
国
の
法
律
に
よ
る
規
律

に
移
行
す
る
た
め
、
重
複
す

QA

は
増
員
す
る
が
、
定
数
自
体

を
増
や
す
考
え
は
な
い
。

東
浦
町
職
員
の
定
年
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

　
町
職
員
の
定
年
年
齢
を
段

階
的
に
65
歳
ま
で
引
き
上
げ

る
も
の
。

町
独
自
の
制
度
設
計
は
。

役
職
定
年
の
特
例
で
あ

る
特
例
任
用
と
、
定
年
の
特

例
は
行
わ
な
い
こ
と
。

令
和
４
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

町
職
員
の
福
利
厚
生

産
業
医
②
面
談
が
年
度
内

で
重
複
し
て
い
る
職
員
は
。

土
木
関
係
の
緊
急
修
繕

業
務
に
従
事
し
た
３
人
、
選

挙
事
務
に
従
事
し
た
２
人
が

重
複
し
て
い
る
。

QAQA

総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
の
電
気
料
金
の
増
額

増
額
理
由
と
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
、
グ

リ
ー
ン
・
ラ
ソ
、
緒
川
児

童
ク
ラ
ブ
等
、
各
施
設
の

内
訳
は
。

燃
料
費
の
高
騰
に
伴
う

も
の
で
、
内
訳
は
電
気
メ
ー

タ
ー
が
１
つ
の
た
め
不
明
。

各
施
設
の
該
当
す
る
課

で
の
按
分
の
検
討
は
。

工
事
費
用
、
基
本
料
金

が
必
要
に
な
る
た
め
、
サ
ブ

メ
ー
タ
ー
を
取
り
付
け
る
意

向
は
な
い
。

QAQA

こ
ん
な
こ
と
を
聞
き
ま
し
た

３
委
員
会
で
徹
底
調
査

常
任
委
員
会

常
任
委
員
会
と
は
？

　

そ
の
部
門
に
属
す
る

町
の
事
務
に
関
す
る
調

査
を
行
い
、
ま
た
、
議
案
、

請
願
・
陳
情
等
を
審
査

し
ま
す
。
本
町
議
会
で
は
、

３
常
任
委
員
会
に
分
か

れ
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
、バ
ス
、庁
舎
管
理
、防
災
、

防
犯
、財
政
、税
務
、総
合
計
画
、広
報
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、選
挙
等
に
関
す
る
こ
と

総
務

委
員
会

保
育
園
、学
校
教
育
、生
涯
学
習
、ス
ポ
ー
ツ
、

図
書
館
、健
康
、高
齢
者・障
が
い
福
祉
、

保
険・年
金
等
に
関
す
る
こ
と

文
教
厚
生

委
員
会

道
路
、河
川
、ご
み
、環
境
、農
業
、消
費

生
活
、観
光
、建
築
、都
市
計
画
、公
園
、

上
下
水
道
、戸
籍
等
に
関
す
る
こ
と

経
済
建
設

委
員
会

▲産業医による面談

▲東浦町総合ボランティアセンター

①指定管理者…行政が実施する公共施設の管理・運営を、その分野に精通した民間事業者や団体が行う制度
②産業医…職場において労働者が健康で快適な環境のもとで仕事が行えるよう、専門的立場から指導・助言を行う医師のこと

語句
説明
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文
教
厚
生

委
員
会

経
済
建
設

委
員
会

令
和
４
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

保
育
園
施
設
整
備
費
増
額

　
藤
江
保
育
園
調
理
室
の
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
が
設
置
か

ら
約
20
年
経
過
し
て
お
り
、

新
た
に
空
調
機
器
を
設
置
す

る
た
め
、工
事
請
負
費
を
増

額
す
る
も
の
。

改
修
工
事
の
完
了
予
定

は
。ま
た
、空
調
機
器
の
更

新
は
計
画
的
に
行
う
の
か
。

工
事
は
５
年
７
月
末
に

完
了
予
定
で
、
工
期
は
５
年

２
月
末
か
ら
７
月
末
の
５
ヵ

月
間
を
想
定
。

　
更
新
は
設
置
年
度
や
機
器

QA

令
和
４
年
度 

一
般
会
計
補
正
予
算

次
世
代
自
動
車
①

購
入
補
助
金
増
額

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
一環

と
し
て
、次
世
代
自
動
車
を

購
入
す
る
補
助
要
件
を
満
た

し
た
個
人
に
対
し
、補
助
金

を
交
付
す
る
も
の
。

１
１
５
万
円
の
増
額
補

正
の
理
由
は
。

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の

実
績
が
25
件
、
１
２
５
万

円
、
11
月
か
ら
３
月
ま
で

の
申
請
件
数
が
26
件
、

１
５
０
万
円
と
見
込
ま
れ

QA

の
状
況
、
調
理
室
の
環
境
を

考
慮
し
、
計
画
的
に
行
う
。

小
中
学
校
施
設
整
備
費
増
額

　
安
全
安
心
な
小
中
学
校
施

設
に
向
け
て
修
繕
料
を
増
額

す
る
も
の
。

約
５
０
０
万
円
増
額
の

内
訳
は
。

昨
年
７
月
12
日
の
豪
雨

に
よ
る
雨
漏
り
や
水
道
管
の

漏
水
等
を
優
先
し
て
修
繕
し

た
結
果
、
年
度
当
初
の
計
画

か
ら
小
学
校
で
５
件
約

１
１
０
万
円
、
中
学
校
で
２

件
約
90
万
円
の
予
算
不
足
。

　
加
え
て
、
保
守
点
検
等
で

早
急
に
修
繕
が
必
要
な
箇
所

が
小
学
校
で
４
件
約

２
４
０
万
円
、
中
学
校
で
１

件
約
60
万
円
発
生
し
、
計

５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

QA

る
こ
と
か
ら
、
不
足
分
を

補
正
計
上
し
た
も
の
。

申
請
件
数
が
多
く
な
っ

て
い
る
が
、
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
に
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、

町
内
の
自
動
車
販
売
店
12
店

舗
、
近
隣
市
町
の
４
店
舗
へ

書
面
と
電
話
に
て
補
助
金
制

度
の
お
知
ら
せ
を
し
た
。

町
指
定
ご
み
袋
の

安
定
供
給
に
向
け
て

東
浦
町
指
定
ご
み
袋
製

造
管
理
等
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
、債
務
負
担
行
為
②

を
行
う
経
緯
と
目
的
は
。

QAQ

学
校
等
に
お
け
る
感
染
症
対

策
等
支
援
事
業
交
付
金
増
額

　
コ
ロ
ナ
感
染
第
８
波
に
備

え
、感
染
対
策
の
徹
底
お
よ

び
学
び
の
保
障
の
た
め
に
必

要
な
経
費
を
増
額
す
る
も
の
。

増
額
の
内
容
は
。

補
助
対
象
経
費
は
３
年

５
月
１
日
現
在
の
児
童
生
徒

数
に
応
じ
て
決
ま
る
。
使
途

は
、
使
い
捨
て
ビ
ニ
ー
ル
手

袋
、
消
毒
液
等
消
耗
品
や
網

戸
、
エ
ア
コ
ン
、
サ
ー
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
等
備
品
の
購
入
を

予
定
。使

途
の
決
定
方
法
は
。

交
付
金
は
各
学
校
へ
配

当
し
、
学
校
長
の
裁
量
に

よ
っ
て
感
染
症
対
策
ま
た
は

児
童
生
徒
の
学
習
保
障
を
す

る
た
め
の
購
入
物
品
を
決
定
。

　
物
品
は
事
前
に
各
学
校
か

ら
役
場
に
リ
ス
ト
が
提
出
さ

れ
、
補
助
金
の
趣
旨
に
沿
っ

て
い
る
か
を
確
認
し
て
い
る
。

　
な
お
、
過
去
に
各
学
校
が

購
入
し
た
も
の
は
、
全
て
の

学
校
で
情
報
共
有
し
て
い
る
。

QAQA

円
安
・
原
油
高
の
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う
海
外
の
製

造
工
場
の
閉
鎖
等
の
影
響
に

よ
り
、
一
部
の
自
治
体
で
ご

み
袋
の
納
期
遅
延
、
欠
品
、

品
薄
状
況
が
み
ら
れ
る
。

　
目
的
は
債
務
負
担
行
為
を

行
う
こ
と
に
よ
り
、
入
札
・

契
約
等
の
手
続
き
を
早
期
に

進
め
、
町
指
定
ご
み
袋
の
確

保
お
よ
び
安
定
供
給
を
図
る

た
め
。製

造
国
は
。

４
年
度
は
中
国
、
３
年

度
は
ベ
ト
ナ
ム
で
製
造
。

町
道
路
線
の
認
定

　
既
設
道
路
の
森
岡
３
１
０

号
線
が
寄
附
さ
れ
た
た
め
、

新
た
な
路
線
と
し
て
認
定

す
る
。当

該
地
は
以
前
か
ら
道

路
形
態
で
あ
る
が
、
こ
の

時
期
の
認
定
理
由
は
。

当
該
道
路
の
土
地
所
有

者
よ
り
平
成
27
年
に
寄
付
申

込
書
が
提
出
さ
れ
た
が
、
所

有
権
移
転
登
記
の
手
続
き
に

期
間
を
要
し
た
た
め
。

AQAQA

▲空調の効かない中での給食づくりは
過酷（藤江保育園調理室）

▲東浦町指定ごみ袋

▲経年劣化によるじゅうたんの張替
（北部中学校多目的室）

①次世代自動車…「ハイブリッド」「電気自動車」「燃料電池車」「天然ガス自動車」のこと。 二酸化炭素の排出を抑えた設計になっている。
②債務負担行為…将来にわたりお金を払う義務を確定する行為のこと。次年度以降の経費支出がある大型事業等で行う。

語句
説明


